
第
２
回
本
部
執
行
委

員

会

は
、

８
月

20

日

（
土
）
11
時
30
分
よ
り

本
部
１
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
中
浜

委
員
長
は
、
「
７
月
の

第
30
回
定
期
大
会
で
は

延
べ
34
名
の
代
議
員
に

よ
り
運
動
方
針
・
予
算

を
補
強
す
る
立
場
か
ら

発
言
が
あ
り
、
両
（
案
）

共
承
認
さ
れ
た
。
大
会

方
針
に
掲
げ
る
安
全
・

安
定
・
安
心
輸
送
の
確

立
を
は
じ
め
と
す
る
６

本
の
柱
を
中
心
に
こ
の

1
年
間
運
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

役
員
体
制
も
一
新
さ

れ
た
が
、
世
代
交
代
を

し
っ
か
り
行
っ
て
い
き

た
い
。
継
承
す
べ
き
と

こ
ろ
は
継
承
し
、
変
え

る
べ
き
と
こ
ろ
は
思
い

切
っ
て
変
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

労
働
環
境
の
改
善
に

つ
い
て
、
60
歳
以
降
の

働
き
方
、
総
収
入
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
問
題
を
整
理
し
、

改
善
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
検
討
委
員
会
の
設

置
も
視
野
に
入
れ
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

政
策
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
末
で
期
限
切
れ

と
な
る
税
制
特
例
（
三

島
・
承
継
特
例
）
の
恒

久
化
に
向
け
、
各
議
会

に
お
け
る
意
見
書
採
択

に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

組
織
関
係
に
つ
い
て
、

国
労
は
１
０
４
７
名
問

題
解
決
に
向
け
た
歩
み

を
止
め
た
。
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
は
、
現
在
二
極
構

造
に
あ
る
国
労
四
国
と
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て

の
合
意
形
成
を
目
指
し
、

組
織
対
組
織
の
考
え
方

を
基
軸
に
「
一
企
業
一

組
合
」
へ
運
動
を
継
続

し
て
い
く
。

今
後
、
各
支
部
に
お

い
て
も
支
部
大
会
が
開

催
さ
れ
る
が
、
こ
の
運

動
を
組
合
員
に
広
く
浸

透
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
」

と
要
請
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

・
出
向
組
合
員
対
話
集

会
（
徳
島
地
区
）

（
業
務
）

・
第
１
回
業
務
対
策
委

員
会

（
教
宣
）

・
教
育
・
広
報
委
員
会

（
レ
ク
）

・
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運

営
委
員
会

（
青
女
）

・
本
部
青
女
夏
季
レ
ク

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
安
全
対
策
会
議

・
国
会
議
員
懇
談
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進

委
員
会

・
政
策
委
員
会

・
業
務
担
当
者
会
議

・
賃
金
問
題
専
門
委
員

会
・
組
織
戦
略
会
議

【
議
事
】

①
平
成
23
年
度
「
総
合

労
働
協
約
改
訂
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

②
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」

コ
ー
ス
の
開
催
に
つ

い
て

③
本
部
青
女
第
19
回
定

期
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
連
合
第
18
回
賃

金
実
態
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

⑤
救
援
衣
類
を
送
る
運

動
へ
の
協
力
要
請
に

つ
い
て

⑥
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
23

回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
の
開
催
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

・
各
支
部
大
会
日
程
及

び
本
部
対
応
に
つ
い

て
・
分
会
大
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

・
次
期
（
第
３
回
）
執

行
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

第
２
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

平
成
23
年
度
部
会
三

役
会
議
は
、
８
月
22
日

（
月
）
15
時
よ
り
本
部

１
階
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

本
部
を
代
表
し
て
中

浜
委
員
長
よ
り
挨
拶
を

受
け
た
後
議
事
に
入
り
、

部
会
活
動
の
充
実
強
化

並
び
に
今
年
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
、
部
会
自
ら
が

自
主
性
を
持
っ
た
機
関

運
営
を
更
に
強
化
す
る

と
と
も
に
、
安
全
最
優

先
の
職
場
風
土
を
構
築

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
職
場
に
お
け

る
専
門
的
課
題
を
働
く

側
の
意
見
と
し
て
、
具

体
論
で
問
題
提
起
し
、

経
営
協
議
会
等
を
通
じ

て
会
社
施
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
も
確
認

し
た
。

平
成
23
年
度
部
会
三
役
会
議
を
開
催
！

要
求
獲
得
に
向
け

主
旨
説
明
行
う

本
部
は
、
各
支
部
か

ら
集
約
し
た
総
合
労
働

協
約
改
訂
の
要
求
項
目

を
整
理
し
、
７
月
８
日

か
ら
９
日
に
開
催
し
た

第
30
回
定
期
大
会
に
お

け
る
代
議
員
発
言
を
反

映
し
、
８
月
22
日
申
第

１
号
で
会
社
側
に
申
し

入
れ
た
後
、
８
月
30
日

の
第
１
回
交
渉
に
お
い

て
主
旨
説
明
を
行
っ
た
。

今
回
の
主
な
要
求
項

目
は
、
労
働
時
間
短
縮

の
実
施
計
画
、
年
間
休

日
１
１
９
日
へ
の
増
加
、

保
存
休
暇
の
使
用
範
囲

の
拡
大
、
忌
引
日
数
の

増
加
、
半
休
制
度
の
新

設
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

休
暇
制
度
等
の
多
様
な

休
暇
制
度
の
新
設
、
Ｂ

単
価
、
Ｃ
単
価
、
Ｆ
単

価
等
の
改
正
、
Ｓ
Ａ
Ｓ

の
検
査
・
診
察
・
治
療

等
の
対
応
、
制
服
・
防

寒
着
の
改
善
、
契
約
社

員
の
社
員
登
用
制
度
及

び
複
数
年
契
約
の
新
設
、

契
約
社
員
の
生
理
・
結

婚
の
有
給
休
暇
の
新
設
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
の

多
様
な
勤
務
及
び
特
殊

勤
務
手
当
等
、
こ
れ
ま

で
積
み
残
し
と
な
っ
て

い
た
項
目
も
含
め
36
項

目
と

な

っ
て

い

る
。

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー

ス
No
２
参
照
）

第
１
回
交
渉
に
お
い

て
組
合
側
は
、
我
々
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
る
旅
行
需
要
の
冷

え
込
み
な
ど
に
よ
り
、

先
行
き
は
不
透
明
な
状

況
に
あ
る
が
、
総
合
労

働
協
約
改
訂
に
よ
る
労

働
条
件
改
善
の
取
り
組

み
は
、
職
場
の
活
性
化

と
組
合
員
の
勤
労
意
欲

の
高
揚
を
図
る
た
め
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
い

う
基
本
的
認
識
を
伝
え
、

各
委
員
か
ら
要
求
項
目

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
主

旨
を
説
明
し
た
。

組
合
側
の
主
張
に
対

し

て

会
社

側

よ

り
、

「
会
社
の
体
力
、
貴
側

の
要
求
主
旨
を
充
分
踏

ま
え
、
今
後
鋭
意
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
の

考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
組
合

側
は
、
「
経
営
環
境
の

厳
し
さ
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
経

営
基
盤
の
確
立
に
向
け

た
効
率
化
等
、
各
種
施

策
に
つ
い
て
は
、
我
々

を
取
り
巻
く
環
境
を
し
っ

か
り
見
据
え
、
今
日
ま

で
理
解
と
協
力
を
し
、

共
有
化
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

間
の
組
合
員
の
懸
命
な

努
力
に
応
え
る
と
共
に
、

職
場
の
活
性
化
と
勤
労

意
欲
の
高
揚
を
図
る
た

め
に
も
前
向
き
な
回
答

を
強
く
求
め
る
」
と
強

く
訴
え
、
交
渉
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
た
。

引
き
続
き
会
社
側
よ

り
、
契
約
社
員
の
労
働

条
件
に
関
す
る
協
約
の

う
ち
、
「
平
成
23
年
度

の
契
約
社
員
の
賃
金
引

き
上
げ
に
つ
い
て
回
答

さ
れ
た
い
」
に
つ
い
て

回

答

が
示

さ

れ
た

。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
及

び
サ
ポ
ー
タ
ー
社
員
の

基
本
賃
金
に
つ
い
て
は
、

四
国
内
の
企
業
に
お
い

て
総
合
的
に
地
場
賃
金

が
上
昇
し
て
お
ら
ず
、

他
の
サ
ー
ビ
ス
業
や
旅

行
業
な
ど
と
比
較
し
た

場
合
、
遜
色
が
な
く
、

そ
れ
ら
世
間
相
場
の
動

向
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
た
結
果
、
今
年
度
の

改
定
は
行
わ
な
い
こ
と

と
す
る
」
と
の
回
答
が

出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
組
合
側

は
、
契
約
社
員
の
職
場

で
の
任
務
や
役
割
等
は

非
常
に
大
き
く
、
勤
労

意
欲
向
上
の
た
め
に
も
、

今
後
と
も
賃
金
改
善
・

処
遇
制
度
確
立
に
向
け

た
取
り
組
み
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
た
も
の

の
、
こ
れ
以
上
の
前
進

は
困
難
と
判
断
す
る
と

と
も
に
次
年
度
に
向
け

て
前
向
き
な
検
討
を
要

請
し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
の
総
合
労

働
協
約
等
に
つ
い
て
も
、

８
月
22
日
申
第
２
号
で

会
社
側
に
申
し
入
れ
、

８
月
31
日
の
第
１
回
交

渉
に
お
い
て
主
旨
説
明

を
行
う
と
と
も
に
、
職

場
の
活
性
化
と
勤
労
意

欲
の
高
揚
を
図
る
た
め

に
も
、
前
向
き
な
回
答

を
強
く
要
請
し
、
交
渉

を
継
続
す
る
こ
と
と
し

た
。
（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス

No
14
参
照
）

総
合
労
働
協
約

改
訂
交
渉
始
ま
る

Ｊ
Ｒ
連
合
賃
金
実
態
調
査
実
施
に
つ
い
て

今
回
の
調
査
は
、
春
闘
交
渉
及
び
賃
金
目
標

の
確
立
等
、
今
後
の
賃
金
政
策
に
反
映
さ
せ
る

重
要
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

１
０
０
％
回
収
に
組
合
員
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
！

☆

対
象
者

全
組
合
員
（
出
向
休
職
以
外
で
休
職
中
の
組

合
員
及
び
準
組
合
員
は
除
く
。
）

☆

対
象
賃
金

平
成
23
年
９
月
分
月
例
賃
金

（
９
月
25
日
支
給
の
給
与
明
細
書
に
よ
る
）



８

月

27

日

（
土

）

「
高
知
城
ホ
ー
ル
」
に

お
い
て
、
代
議
員
、
特

別
代
議
員
、
傍
聴
者
、

来
賓
方
々
の
出
席
の
も

と
、
高
知
支
部
第
25
回

定
期
大
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
か
ら
、

武
政
副
委
員
長
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
長
に
よ
る
大

会
成
立
宣
言
の
後
、
議

長
に
高
知
運
転
所
分
会

の
宮
地
代
議
員
が
選
出

さ
れ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
中
川

委
員
長
は
、
安
全
安
定

輸
送
の
確
立
、
鉄
道
運

輸
収
入
の
確
保
、
労
働

環
境
の
改
善
、
政
策
課

題
実
現
、
組
織
及
び
政

治
活
動
等
に
つ
い
て
、

高
知
支
部
と
し
て
の
考

え
方
を
述
べ
、
続
い
て

来
賓
挨
拶
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
入
り

執
行
部
よ
り
一
般
経
過

報
告
、
会
計
報
告
、
会

計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、

質
疑
の
後
、
平
成
23
年

度
の
活
動
方
針
案
と
予

算
案
が
提
起
さ
れ
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
安

全
安
定
輸
送
の
取
り
組

み
、
期
末
手
当
等
の
労

働
環
境
関
係
、
高
速
道

路
問
題
や
税
制
特
例
措

置
等
の
政
策
関
係
、
青

女
の
育
成
強
化
及
び
国

労
と
の
組
織
問
題
、
統

一
地
方
選
挙
結
果
等
の

政
治
関
係
等
に
つ
い
て

質
問
や
意
見
が
あ
り
、

執
行
部
の
答
弁
の
後
、

拍
手
を
持
っ
て
議
事
が

採
択
さ
れ
た
。
最
後
に

中
川
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
高
知
支
部

の
ま
す
ま
す
の
飛
躍
を

確
認
し
、
成
功
裏
に
終

了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に

伴
い
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
。

執
行
委
員
長中

川

健
二

副
執
行
委
員
長

武
政

紀
彦

河
野

憲
司

書
記
長

芝

茂
和

徳
島
支
部
第
25
回
定

期
大
会
は
、
９
月
１
日

（
木
）
徳
島
市
の
「
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
」

に
お
い
て
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
来
賓
方
々

の
出
席
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
30
分
か

ら
、
米
多
副
委
員
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
会
よ
り
大
会

成
立
宣
言
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
徳
島
運
転
所

分
会
の
立
石
代
議
員
が

選
出
さ
れ
、
円
滑
な
議

事
進
行
が
行
わ
れ
た
。

矢
藤
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
東
日
本
大

震
災
支
援
カ
ン
パ
等
に

対
す
る
御
礼
、
統
一
地

方
選
挙
の
御
礼
、
安
全

安
定
輸
送
の
確
立
、
運

輸
収
入
の
確
保
、
労
働

条
件
の
維
持
・
改
善
、

政
策
課
題
、
組
織
問
題
、

政
治
共
闘
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
考
え
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
今
大

会
を
も
っ
て
退
任
す
る

こ
と
を
表
明
し
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
平
成
23
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全

問
題
、
労
働
環
境
問
題
、

60
歳
以
降
の
働
き
方
、

動
力
車
乗
務
員
が
列
車

乗
務
員
を
兼
務
す
る
こ

と
に
関
す
る
問
題
点
、

経
営
支
援
措
置
等
に
つ

い
て
質
問
や
意
見
が
あ

り
、
執
行
部
の
答
弁
の

後
、
全
体
の
拍
手
を
持
っ

て
採
択
さ
れ
、
最
後
に

浦
川
新
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く

く
り
成
功
裏
に
終
了
し

た
。な

お
、
役
員
改
選
に

伴
い
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
。

執
行
委
員
長浦

川

英
樹

副
執
行
委
員
長

元
木

義
明

米
多

繁
文

中
西

浩
明

書
記
長

井
内

貴
志

９
月

４

日

（

日

）

「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

瀬
戸
大
橋
」
に
お
い
て
、

代
議
員
、
特
別
代
議
員
、

来
賓
方
々
の
出
席
の
も

と
、
香
川
支
部
第
25
回

定
期
大
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
か
ら
、

石
井
副
委
員
長
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
会
よ
り
大
会

成
立
宣
言
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
高
松
運
転
所

分
会
の
中
西
代
議
員
が

選
出
さ
れ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
嶋
田

委
員
長
は
、
東
日
本
大

震
災
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
対
す
る
御
礼
、

統
一
地
方
選
挙
の
御
礼
、

安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
の
確
立
、
運
輸
収
入

の
確
保
、
労
働
条
件
の

改
善
、
政
策
課
題
、
組

織
・
政
治
共
闘
問
題
等

に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

来
賓
挨
拶
を
受
け
議
事

に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
平
成
23
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全

問
題
、
労
働
環
境
問
題
、

経
営
支
援
措
置
、
組
織

問
題
、
設
備
投
資
、
技

術
継
承
等
に
つ
い
て
質

問
や
意
見
が
あ
り
、
執

行
部
の
答
弁
の
後
、
全

体
の
拍
手
を
持
っ
て
採

択
さ
れ
、
最
後
に
石
川

新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り

成
功
裏
に
終
了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に

伴
い
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
。

執
行
委
員
長石

川

哲
也

副
執
行
委
員
長

石
井

博
文

佐
藤

享
史

大
西

康
之

書
記
長

高
島

和
久

書
記
次
長

石
野

達
也

支

部
大

会

始

ま

る
！

〜
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
高
知
支
部
が
開
催
〜

高

知

支

部

徳

島

支

部

香

川

支

部

○
新
委
員
長
に
な
ら
れ
た
、
現

在
の
心
境
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。平

成
24
年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
四
国

発
足
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
今
年
度
末
に
は
、

Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
会
社
の
経
営

支
援
策
の
柱
で
あ
る
固
定
資
産

税
等
を
減
免
す
る
特
例
措
置
、

い
わ
ゆ
る
「
三
島
・
承
継
特
例
」

が
期
限
切
れ
を
迎
え
ま
す
。
Ｊ

Ｒ
発
足
25
年
を
契
機
に
、
こ
れ

ら
の
税
制
特
例
措
置
等
の
恒
久

的
な
支
援
策
の
創
設
、
経
営
自

立
に
向
け
た
安
定
的
な
運
営
と

将
来
的
な
展
望
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
時
期

に
新
た
に
委
員
長
を
務
め
る
こ

と
に
大
変
な
責
任
感
と
気
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

○
委
員
長
に
な
っ
て
、
ま
ず
最

初
に
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
何

で
す
か
。

こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
が

築
き
上
げ
て
き
た
『
信
頼
と
緊

張
感
の
あ
る
労
使
関
係
』
を
し
っ

か
り
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
業
績
が
悪

化
し
て
く
る
と
組
合
員
か
ら
様
々

な
意
見
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ

れ
ら
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞

き
、
整
理
し
、
会
社
と
真
剣
に

交
渉
・
協
議
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
解
決
を
図
る
こ
と
で
『
信
頼

と
緊
張
感
の
あ
る
労
使
関
係
』

を
確
立
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
発
足
25
年
を
新

た
な
出
発
点
と
捉
え
、
『
四
国

と
共
に
四
国
の
地
で
生
き
る
』

た
め
の
将
来
を
見
据
え
た
議
論

を
展
開
す
る
と
共
に
、
変
え
る

べ
き
と
こ
ろ
は
思
い
切
っ
て
変

え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
組
合
員
数

の
中
で
組
合
活
動
を
停
滞
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
メ
リ
ハ

リ
を
付
け
た
組
合
活
動
の
展
開

に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

○
次
代
を
担
う
若
い
組
合
員
に

伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

『
二
度
と
雇
用
不
安
を
起
こ

さ
な
い
』
と
い
う
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
結
成
の
理
念
を
受
け
継
い
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
に
お
い
て
は
、
国
鉄
改
革
を

経
験
し
て
い
な
い
Ｊ
Ｒ
採
用
の

組
合
員
が
多
数
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
若
い
組
合
員
に
対
し

て
、
教
育
活
動
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働

組
合
の
役
割
と
存
在
意
義
に
つ

い
て
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
委
員
長
の
余
暇
の
過
ご
し
方

は
？時

間
が
あ
れ
ば
海
に
出
て
お

り
ま
す
。
た
と
え
釣
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
海
の
上
で
過
ご

す
時
間
は
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
最
高
の
時
間
で
す
。

第23回「ソフトボール大会」開催

・日 時：１０月２２日（土）

・場 所：香川県仲多度郡多度津町「総合スポーツセンター」

※詳しくはＪＲ四国労組発第２５号参照のうえ、

参加者は１０月１３日までに本部まで報告願います。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

開
催
！

◎
日

時

平
成
23
年

10
月
14
日
（
金
）

か
ら
15
日
（
土
）

◎
場

所
：

ル
・
ポ
ー
ル
粟
島

◎
募
集
人
員

30
名
程
度

※

詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
発
第

21
号
参
照
。

希
望
者
は
所
属
分
会
長
へ
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。




